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は し が き

昨年変に引続き促成栽培お よび2年コンプ養殖について試験を行浸った｡

促成栽培については種苗の量産方法､培養期間の短縮夜どの検討および適種選定のためわ養成試験を

行貴い､生産した種苗は各地に配布した｡

2年コンプ養殖については主として流失防止のための施設の改良試験を実施した｡

1 促成種苗培養試験

試 験 場 所

セ ン ,4 -

試 験 期 間

昭和 46年10月､ 12月

試 験 方 法

滞定子付けは 10月 3日､ 10月 12日にそれぞれ下風呂養殖ヤヤンコンプ(U)､易国問マコンブ

(I)および易国間養殖ヤヤンコンプを母藻とし､潜走子数 1視野 30- 40個(×100)とした｡
培養水温は 12℃､照明は最初約 20日間7,000ル ックス 20時間､その後18時間とし､48,6水
槽に採苗糸200- 240mを収容､採苗枠は毎日上下反転した｡その他の培養方法は昨年と同様である｡

試 験 結 果

第1回､第2回目採苗による芽胞体は11月2日に前者では～ 600p- 1mm､後者では～ 30p

で両者共採苗糸に密生した｡

本年変は培養期間の短縮および高密匿培養を目的としたが､前者では約10日間短縮(前年度約40

日間)､後者では,a当 り5- 6m･(前年匿2.5m･)の培養が可能であることがわか ったo

生産 した種苗はヤヤンコンプ1,400仇､マコンブ600mで県内13漁協および秋田県に配布した0

2 促成 コンプ養殖試験

試 験 場 所

むつ市関根地先

試 験 期 間

昭和 46年 3月--8月､ 昭和 46年11月～ 47年 3月～
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第 1表 促成コンプ測定表
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調 査月 日 種類 個体数 葉 長 葉 巾

湿 重 量月日3.264.125.ll6.ll7.158. 38. 93.264.125.ll6.ll7.158. 38. 95.ll U〟〟〟〟〟〟I〟〟〟∫〟〟ド 本152120221682152021212015751520 C7n77～ 250(181.5)100--425(185.2)125-～295 cm18 - 51(20.6)17.5- 52(25.8)22 一ー40.5 -■

■-70- 842 9(209.0) (2
7.9) (585.8)82--256

24 - 40 190- 680(182.

5) (51.1) (452.4)92- 520 20 ～ 54.5 180--1.100

(1占2.8) (26.5) (425.1)) 80～(ラ;'5.9,77--452(259.8)250--515(589.5)547--675 18 - 59(29.1)4 - 17(ll.1)14 --28(21.0)16.5- 55 140- 960(515.0)570--1.2

90(485.1) (24.0) (7
50.0)172- 449 18 - 45

240一一 890(295.2) (24.8)

(555.5)216- 858 17.5-
58 550--1,580(595.4) (24
.1) (901.5)105--805 12 -､ノ54 150--2.100

(415.2)68～ 557 (22.5)b J- 21 (900.4)10
- 596.(141.

2) (9.9) (65.1)ド:天然付着コンプ､ ( ) :平均値､ 第2表

付着生物の出現状況表調 査

月 日 檀蘇 価体数 ヒ ドロ虫 付 着 個 体数 コケムシ類付着個体数- r
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試 験 方 法

45年 11月16日に垂下養成 (養成水深 5mJ､種苗 50cm間隔はさみ込み) したコンプについて

3月下旬から8月上旬の間7回測定したが､ 6､7月は間引き (1株当 り約 5本と約 10本残し)普

行売ったため､測定標本は′｣＼型のものとした○

また付着生物の生態を知るため､46年産種苗を11月に水深別 (2､5､low)に垂下養成した｡
試 験 結 果

棄長､葉巾､湿重量の測定結果は第 1表のとお りである｡

葉長 '.5月 11日(末枯れ前)におけるUの最大葉長は 425cmで 1日平均2.4cmの伸長を示したが､

3月下旬～ 8月上旬の間の平均葉長は約 160- 200cnEで､収獲時にかける葉長は 2m程変である｡

同様にTの最大葉長は 675cmで1日平均3･9cmの伸長を示した｡ 3月下旬から8月上旬における

平均葉長は約300- 570C7nで､ 6月には低い値を示したが､Tは1株当 りの個体数が～ 30- 40

本 (Uは～ 10- 20本)と多かったことと間引きコンプのためと思われる｡収獲時にかける葉長は

約47円.であるo

黄巾:3月下旬か ら5月上旬にUでは平均約 20cmから30cmに､ Tでは平均約10C鴫 らゝ25cm
に増加 したが､その後はそれぞれ平均約 30C7n､25cnz程度であった｡

滞喜寿 :平均湿葺量は 5月上旬か ら8月上旬にUでは約 400gから500g､Tでは約750ク

からlKクと増加したが､収獲時にはそれぞれ約 5009お よび 900gであった｡

付着生物 :3月下旬から8月上旬の問､静察した結果を第3表に示した｡

付着生物はヒ ドロ虫とコケムシ類の2種類であるが､ヒドロ虫が主体である｡両者共 6月11日に

は全 くみられず､7月 15日には標本数の約 50%の個体に付着したが､品質に大き夜影響を及ぼす程

では浸かった08月3日には標本数の90% 以上の個体に付着し､コンプの晶質を甚だしく低下させた｡

コケムシ類は比較的少を (､7月中旬以後みられた｡ 7月 15日､8月2日にあける大きさはそれ

ぞれ約 (10cmX 1OCm)および (2OcntX 20cm)位であったが､ 8月9日には約 (1C7nX ICn)

の′J＼群体が付着していた｡

第3表 付着密度別測定表

痩 類 準 準 個体数 葉 長 葉 中

湿 重 量UlU2Ⅰ lT2 秩65a6 本と0422748 C85一一 552 CPE24-ー58
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6.8) (465.1)〔19.5〕105-- 7
70 12--54 150--1,700(561.

4) (21.9) (795.9)〔24.5〕126-7,150 12--50 250--2,100

(405.9) (21.2) (890.2)〔45.7〕Ul:3-

4本/ 1株､ U2:7､ 10本/ 1株､ Tl:4- 6本/ 1株､T 2 : 7--



コンプの付着密変 :品質を良くするためには間引きお よび天然付着コンプを除去する必要がある｡

間引きは品質と収量とを考慮し充ければを ら充いが､ 1株当 りの適正密匿は経験的に6本位とされて

いる0

本試験では 5月～ 7月の問に3回間引きを行貴い､小型および寄型コンプを除去 し､最終的に3- 5

本と7--10本残した｡ /

測定結果は第 3表に示したが､U t (1株平均3.3本)とU2 (1枚平均8.4本)とでは､葉長､葉

巾､湿重量共Ulの方が高い平均値を示しているが湿重量計ではU2の方が高い値を示している｡

Tl (1株平均4.5本)と T 2 (1株平均8.0本)とでは湿重量計ではUl､U2 と同様夜傾向を示

したが､葉長､湿重量の平均値では逆の傾向がみられ､湿重量計ではI2 が最大であった○

製品品質については測定作業､付着生物をどのため､乾燥条件は不良で満足すべき製品が得られ浸か

ったが､測定結果を第4表に示 した｡

U､ Tの乾燥歩留 りはそれぞれ 19.8% ､18.6% であま り差が充いが､製品歩留 りではそれぞれ13.9

%､ 10･7% と差がみられた｡この差は Ⅰの葉体に所謂 〝 耳〟の部分が多かったためと思われる｡

付着密変と晶質との関係については結果が得られ浸かったが､測定結果か ら1株6本､養成網100

m当.り250株として試算するとUでは製品約 11OK9､ Ⅰでは約 180Kクと売る｡

第 4表 乾燥および製品歩留 り表

種 類 個 体 数 湿 重 量 . 乾 燥
製 品婁 量 歩 留

重 量 歩 留U 62本 J 51_91K,? 占.25K9 19.8% 4

.44Kg 15.9% =Ⅰ 75 68.22 ll.72 18.6 7.51 10.7

2 2年 コンプ養殖

試験試 験

場 所下北郡東通村野牛地先試 験

期 間昭和

46年4月一一47年3月一一試 験 方 法前年夏設置した施設についてスキューバー潜水

によb施設およびコンプの着生状況を観察した｡またキンク現象によるローブの切断を防除するためクロスロープによる底延縄施設 2ケ統(1ケ統 100

m)を11月上旬設置したo試 験 経 過前年夏の施設については8月調査 したが､施設は異状

浸く､ローブは海底から約 50C7n浮上しておれ コンプは ロープ1m当b50- 300本着生 していた｡ コンプの大きさは棄




